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２
０
２
０
年
に
な
り
ま
し
た
。 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
中
が
盛

り
上
が
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
11
月
９
日(

土)

「
文
化
財
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
開
催
し
、
私
は
現
地
で
解
説
を

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
趣
旨
は
、
貴
重
な
文

化
財
を
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
各
地
で
開
催
さ
れ
る

街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
は
、

一
部
地
域
や
ス
ポ
ッ
ト

を
か
い
つ
ま
ん
だ
も
の

に
な
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
島
原
市
に

は
こ
ん
な
文
化
財
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

文
化
財
保
護
に
繋
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
の
で
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
は
紹
介
さ
れ
な
い
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
史
跡
も
コ
ー
ス
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
沖
縄
県
の
首
里
城
が
焼

失
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
報
道
を
見
る
に
つ
け
「
あ

っ
て
当
た
り
前
の
文
化
財
は
な
い

ん
だ
な
ぁ
。」
と
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。
先
人
が
守
り
伝
え
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
も
目
の
前
に
あ

る
の
で
す
。

　
文
化
財
を「
あ
っ
て
当
た
り
前
」

に
す
る
た
め
に

は
、
従
来
の
方

法
に
と
ら
わ
れ

な
い
文
化
財
の

活
用
を
し
、
多

く
の
人
に
文
化

財
へ
の
愛
着
を

深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
。
そ
し

て
、
愛
着
を
も

っ
て
市
全
体
で

話
し
合
い
適
切
な
保
護
を
図
っ
て

い
く
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
が
不
可

欠
で
す
。

　
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
文
化

財
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
文
化
財
を

守
っ
て
い
く
活
動
の
礎
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育

　
課
（
☎
内
線
６
５
２
）

　昨年 12 月から島原市地域おこし協力隊として活動してい
る、萩原 大介です。東京都羽村市出身の 42 歳です。
　単身島原市に移り住み、現在は北門町で暮らしています。
　成城大学文芸学部芸術学科にて美術史から哲学、音楽史、
映画史、演劇史を学びました。
　大学卒業後はビデオゲームの製作、システムエンジニア、
インターネット関連の仕事に就く傍ら、フリーランスとして
翻訳や日本語指導を行ってきました。
　島原の印象ですが、水が豊富で、海と山、自然も豊富。島
原城や武家屋敷等文化財が豊富。そして、肉、魚、野菜、お
菓子などおいしい食べ物も豊富です。お店も一通りそろって
いて、なおかつ東京より安価です。観光地と生活圏が一体と
なっていて、楽しく便利な街だと感じました。
　趣味はサイクリングと料理。島原半島一周は 108 キロメー
トルあるとのことで、自転車で半島一周をしてみたいです。
　また、地元の食材で、料理のレパートリーを増やしたいと
考えています。
　今後は島原市への移住促進を担当して参ります。島原の魅
力と合わせて、生活していく上で必要となる情報を発信して
いくことで、まずは行ってみたい、そして住んでみたいと思っ
ていただけるよう取り組んでいきたいと思います。
　また、新しいことにチャレンジできる環境が島原市にある
ことを、私自身の取り組みを通じて地元の皆さまや市外の人
たちに伝えていきたいと考えております。
　どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。

～島原市地域おこし協力隊～
N Ｆ★ a c e swe

萩
はぎわら

原 大
だいすけ

介 さん（42 歳）

萩原隊員は日本語指導のために海外を渡り
歩いていました（写真はフランス）

島原市地域おこし協力隊

柏野町 旧本光寺墓所で解説する吉岡隊員


